
 

 

 

 

１　住宅借入金等特別控除とは 

　住宅借入金等特別控除とは、居住者が住宅ローン等を利用して、マイホームの新築、取得又は増改築等を

し、一定の要件を満たす場合において、その住宅ローン等の年末残高の合計額等を基として計算した金額を、

以後の各年分の所得税額から控除するものです。 

 

２　市・道民税における適用とは 

住宅を新築または増改築し入居(予定)し所得税の住宅借入金等特別控除の適用を受けている方で、所得税

額が小さい（０円ではない）ため所得税のみでは控除しきれない控除額がある場合、該当年度の市・道民税

（所得割）から税額控除することができる制度です。 

 

３　申告手続きの方法 

　◆令和７年以前に居住を開始した場合 

　　年末調整時において、給与支払報告書の「住宅借入金等特別控除の額の内訳」欄へ住宅借入金等特別控

除適用数及び居住開始年月日、住宅借入金等特別控除可能額の記載を忘れずにお願いいたします。なお、

その住宅の取得等が特定取得、特別特定取得、特例特別特例取得に該当する場合には、その旨も記載してく

ださい。どの区分に該当するかは税務署から送付される「給与所得者の（特定増改築等）住宅借入金等特

別控除申告書」の「居住開始年月日」欄に記載されていますのでご確認ください。 

　◆令和８年中に居住を開始または予定の方 

　　住宅借入金等特別控除の適用を受けるには、年末調整ではなく確定申告による手続きとなります。所得税

の確定申告により手続きをしてください。 

なお、確定申告書作成の際には第２表「特例適用条文欄」へ居住開始年月日の記載をお願いいたします。 

 

４　給与支払報告書記載時の留意事項 

 

 

　 

 

例年、上記の記載がないものが多く見受けられます。控除期間や計算方法など詳しくは、税務署より配布

された「年末調整のしかた」及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」をご覧くださ

い。 

正しい控除適用のためにも必ず記載をお願いします。※記入漏れや誤記入があると正しく控除されません。 

 

５　その他 

　ご不明な点等がございましたら、下記までご連絡ください。

「居住開始年月日」と「住宅借入金等特別控除可能額」を必ず記載してください！ 

また、「特定取得」「特別特定取得」「特例特別特例取得」に該当する場合も必ず記載して

ください！
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